
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷／画像形成システムに用いられるモジュラー充電装置であって、
　
　

　 を前記印刷／画像形成システムの充電サブシステムに取り付ける取付手
段と、
　前記複数の個別の充電ユニットの電気的構成要素を相互接続する接続手段と、
　を備えたことを特徴とするモジュラー充電装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、印刷／画像形成システムで使用するモジュラー充電装置に関し、特に、複数の
充電ユニットをモジュラー方式に組み合わせたモジュラー充電装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、多様な印刷および画像形成システムやプロセスが知られている。これらの印刷
／画像形成の中には、移動（ migration ）画像形成、静電複写、イオノグラフィなどがあ
る。
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前記印刷／画像形成システムの画像形成部の曲率に合わせて曲げられたブラケットと、
前記ブラケット上に前記画像形成部の曲率に合わせて搭載された複数の充電ユニットと

、
前記ブラケット



【０００３】
ゴウフ（ Goffe ）らの米国特許第 3,967,959 号は、移動画像形成システムと方法を開示し
ている。この移動画像形成方法では、現像処理に先立って、支持層と、
軟化可能な移動記録素材層と、被膜層とを含む移動画像形成部を、画像の構成形状に合わ
せて電気的に荷電する。移動画像形成部を画像に合わせて帯電させる方法は様々である。
たとえば、マスクあるいはステンシルを介して充電し、感光性を与える方法のほか、成型
電極、電子ビームなどを用いる方法がある。
【０００４】
イオノグラフィ画像形成システムは、フランク（ Frank ）らの米国特許第 5,073,434 号に
開示される。このシステムでは、イオンストリーム、針（鋼線の先端）、成型電極などに
よって、静電潜像を絶縁画像形成部材上に形成する。この静電潜像を含む画像形成部材に
静電的に帯電させた記録粒子を印加し、さらに紙などの支持層に転写することによって、
潜像を現像する。このようなイオノグラフィ画像形成方法では、まず最初に画像形成部を
、コロナ放電装置などの充電装置で、あらかじめ均一な静電電荷に帯電する。その後、上
述の手段で画像形成部を画像部分に沿って露光し、画像形成部を選択的に放電させること
によって静電潜像を形成する。この方法で用いる充電装置は、単一のコロナ放電ユニット
から構成される。
【０００５】
従来の印刷／画像形成方法では、画像形成部を、通常は単一の充電ユニットを用いて、１
０００ボルトの高電位に充電する。画像形成部をあらかじめ高電位に充電する理由は次の
とおりである。画像形成部の充電電位が低いと、画像形成部の表面に、これと接触する拭
き取りブレードや現像剤に対する摩擦帯電が生じ、そこだけ電位が高くなる。これを回避
するために、画像形成部材をあらかじめ十分に高い電位にまで充電する。画像形成部に生
じる摩擦帯電レベルは、画像形成部の厚さと、これに接触するサブシステムの種類によっ
て異なるが、一般に双方の極において６００ボルト近くにまで達する。前もっての充電レ
ベルを最高摩擦帯電レベルよりも高く設定すると、すべての画像形成領域および摩擦帯電
領域が、充電装置によってあらかじめ均一なレベルに充電される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来の充電装置では、画像形成部上で、あらかじめ十分な高電位に帯電されない
部分にエッジ欠損が生じるという問題があった。また、画像形成部の形状やサイズが画像
形成のプロセスによって異なり、充電装置もそれに合わせて特別に設計する必要があった
。たとえば、回転ドラムを使用する印刷／画像形成では、システムによって画像形成部（
ドラム）の直径が異なるので、それに合わせた円弧（曲極半径）を有する充電装置を特別
に設計していた。また、直線型の充電装置の場合は、その長さを多様な画像記録部に合わ
せて調節することが難しく、結局、画像形成部の直線長に合わせて設計した単一の充電装
置を使用していた。充電装置は、サブシステムとしての充電系の中でも特に複雑な構成部
分なので、充電装置を特定のシステムに合わせて設計、製造すると、コストが高くなると
いう問題点もあった。
【０００７】
上記問題を解決するために、本発明は任意の印刷／画像形成システムあるいはプロセスで
使用できるモジュラー様式の充電装置を提供する。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、印刷／画像形成システムに用いられるモジュラー充電装置であって、

を前記印刷／画像形成システムの充電サブシステムに取り付ける取付手段と、前記
複数の個別の充電ユニットの電気的構成要素を相互接続する接続手段と、を備える。
【０００９】
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本発明は、任意の画像形成システムに使用できるが、特に、現像前（あるいは後）に、画
像形成部材またはその他の支持層をあらかじめ均一な電位に充電する印刷／画像形成シス
テムに適する。このような印刷／画像形成システムには、例えば、移動画像形成システム
、静電複写画像形成システム、イオノグラフィ画像形成システムなどがある。
【００１０】
個別の充電装置としては、多種多様のものが知られており、印刷／画像形成システムやプ
ロセスに広く使用されているが、複数の個々の充電装置（充電ユニット）をひとつのモジ
ュラー充電装置に組み立てる構成は、これまで考案も実行もされていない。
【００１１】
本発明の一形態では、円弧型のモジュラー充電装置を提供する。円弧型のモジュラー充電
装置は、例えば、回転ドラムあるいは循環ベルト表面を充電する場合に使用される。
【００１２】
本発明の別の形態では、直線型のモジュラー充電装置を提供する。直線型のモジュラー充
電装置は、直線画像形成プロセスに使用される。
【００１３】
本発明の他の形態では、単一のブラケットに複数列の充電ユニットを搭載するモジュラー
充電装置を提供する。それぞれの列に含まれる複数の充電ユニットは、隣接する列の充電
ユニットと互い違いになるように配置される。
【００１４】
本発明のモジュラー充電装置は、円弧型であろうと直線型であろうと、複数の充電ユニッ
トを所望の形状とサイズに配置構成できる。複数の充電ユニットを搭載するブラケットは
、特定の画像形成装置に合わせて設計される。ブラケットの設計は、画像形成部の直径、
モジュラー充電装置の所望の曲率、あるいは直線画像形成部の長さなどによって決まる。
本発明の利点は、個々の充電ユニットを作り変えることなく、搭載ブラケットをモジュラ
ー充電装置の中で唯一の設計変更部分とした点である。所望の配置で複数の充電ユニット
を搭載したブラケットは、画像形成装置の充電サブユニット、あるいはその他の部分に適
切な手段によって取り付けられる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
本発明のモジュラー充電装置は、広範囲の印刷／画像形成システムに適している。本発明
に使用する個々のモジュラー充電ユニット、および画像形成システムで使用される多様な
構成要素については、すでに周知なので、概略的に図示し、その作用については簡単に触
れるだけにする。図中、同一の番号は同一の構成要素を表す。
【００１６】
本発明のモジュラー充電装置に使用する個別の充電ユニットは、いわゆる当業者が周知の
ものを用いる。例えば、コロトロン、スコロトロン、ディコロトロン、バイアス部材、ロ
ーラー充電器などから選択されるが、これらに限定されるものではなく、従来の画像形性
システムで独立して使用されていた任意の充電装置（コロナ放電装置など）を、本発明の
モジュラー充電装置の各ユニットとして使用することができる。充電装置の例としては、
米国特許第 5,351,111 号に開示されるように、感光部材を均一に充電するコロナ放電装置
がある。
（第１実施形態）
図１は本発明の第１実施形態による円弧型のモジュラー充電装置である。このモジュラー
充電装置は、堅い搭載ブラケット４を含む。搭載ブラケット４には、複数の個別の充電ユ
ニット６が適切な取り付け手段（図示せず）を介して搭載される。図１の例では、７個の
充電ユニット６が、搭載ブラケット４に取り付けられている。周知のとおり、個々の充電
ユニットはハウジング１を有する。ハウジング１は、電気的な部品を支持し、機械的な耐
久性を維持するとともに、個々の充電ユニット６を搭載ブラケット４に取り付ける役割も
果たす。ハイジング１の内部には、電極２が設けられ、十分に高い電圧に達したときにコ
ロナ放電を行なう。電極２は、ワイヤ、ピンアレイなど、当業者にとって周知のものを用
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いる。ハウジング１はまた、画像形成部に印加される電荷を制限するためのコントローラ
３と、コントローラ３および電極２への電圧印加を可能にする配線５を含む。図１の例で
は、コントローラ３は、遮蔽格子、溝つき板など周知のものでよい。搭載ブラケット４は
、円弧型のモジュラー充電装置全体を充電サブシステム、または画像形成装置のその他の
部分に連結するための手段（図示せず）を有する。
【００１７】
図２は、図１の円弧型モジュラー充電装置の斜視図であり、同じく７個の充電ユニット６
を搭載ブラケット４に取り付けてある。複数の充電ユニットを搭載するブラケット４は、
特定の画像形成装置に合わせて設計され、画像形成部の直径に合わせて所望の曲率に形成
される。モジュラー充電装置の中で、搭載ブラケット４だけが唯一の特別設計部分である
ので、充電ユニットには何ら変更を加えることなく、画像形成装置に適した所望の形状に
充電装置を形成することができる。
【００１８】
搭載ブラケット４に関する限定は特にないが、ブラケット４を画像形成装置の充電サブシ
ステムに取り付ける手段と、複数の充電ユニットの電気的な構成要素を相互接続する手段
とを備える。また、充電ユニット６のハウジング１を搭載ブラケットに取り付ける手段を
有してもよい。搭載ブラケット４に取り付けられる複数の充電ユニット６は、それぞれ画
像形成部から等距離に位置するように配置される。
【００１９】
本実施形態の円弧型モジュラー充電装置は、例えば、回転ドラムあるいは循環ベルト表面
を荷電する場合に使用される。搭載ブラケット４は、特定のドラム直径または循環ベルト
半径に合わせて設計され、そこに複数の充電ユニット６を搭載して円弧型のモジュラー充
電装置を形成する。異なる直径の画像形成部を用いるときや、循環ベルトの半径が変わっ
たときは、単にそれに合った別の搭載ブラケットを選択するだけで、円弧型モジュラー充
電装置の形状やサイズを調節することができる。
【００２０】
図４は、イオノグラフィ画像形成に使用される従来の画像形成システムの図である。図に
おいて、印刷システム１０は、静電画像形成部１２を含む。静電画像形成部１２は、表面
に絶縁画像形成層１６を有する電気的に導伝性のドラム１４を含む。静電画像形成部１２
の周囲に沿って、多数の構成要素が配置される。ドラム近傍の充電ステーション１８は、
ドラム上の絶縁画像形成層１６に均一な静電電荷を印加する。流体フローによるイオン発
射印刷ヘッド２０は、均一に荷電された絶縁画像形成層１６を選択的に放電して、静電潜
像を形成する。現像ステーション２２は、静電潜像に２成分現像剤を接触させて静電潜像
に一致するトナー画像を形成する。紙送りステーション２４は、受像シート（破線２６で
示す）を絶縁画像形成層１６に接する位置へ搬送する。転写ステーション２８は、トナー
画像を受像シート２６に転写する。シート搬送ステーション３０は、転写トナー画像を搭
載する受像シート２６を融解ステーション３２に搬送して、受像シート上２６にトナー画
像を定着させる。清掃ステーション３３は、画像形成層１６上に残存する残余トナーを除
去する。これらドラム周辺の構成要素に加え、調整可能のバイアス電源３４が現像ステー
ション２２に接続され、潜像電位に応じて現像条件を変更する。イオンが潜像を形成する
時に、同じ極性の逆バイアスを誘導し、導電ドラム１４と現像ステーション２２の間にバ
イアスをかけることによって、潜像画像の存在しない領域への不均一なトナー粒子の付着
を防止することができる。底部の開口部を除いて、カセットハウジング３６は、静電画像
形成部１２、充電ステーション１８、印刷ヘッド２０、現像ステーション２２、清掃ステ
ーション３３を中に囲んで保持する。カセットハウジング３６の底部は開口しており、こ
れによってドラム上の画像形成層１６が受像シート２６と接触可能になる。レール３８、
４０は、カセットハウジング３６の側面に固定され、水平トラック４２、４４にそれぞれ
摺動可能に搭載される。水平トラック４２、４４は、画像形成装置のフレーム部に固定さ
れる。この従来の画像形成システムの詳細については、米国特許第５０７３４３４号に記
載されている。このような従来の構成では、充電ステーション１８はコロナ放電装置など
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の単一の充電ユニットを含む。
【００２１】
図５は、図４のイオノグラフィ画像形成システムに本発明のモジュラー充電装置を使用し
た図である。すなわち、図４の単一ユニットの充電ステーションに代えて、本発明のモジ
ュラー充電装置１９を組み込んだものである。
【００２２】
図６は、本実施形態の円弧型モジュラー充電装置を、ゼロックスディジタルフィルムの露
光に用いるドラム記録器５０に適用する例を示す。この装置では、ドラム５０の外周表面
５１にディジタルフィルムを搭載する。フィルムを搭載したドラム５０は、その中心軸ま
わりに回転する。一方、レーザ５３がスキャナキャリッジ５２に搭載され、ドラムが回転
する間、スキャナキャリッジ５２はドラム５０の中心軸と平行に移動し、これによって螺
旋状に画像が生成される。本発明の円弧型モジュラー充電装置は、ブラケット４によって
スキャナキャリッジ５２に取り付けられる。図６では、ブラケット４に５個の充電ユニッ
ト６が搭載される。ドラム５０の回転につれて、円弧型モジュラー充電装置はディジタル
フィルム表面に電荷を与え、これによってフィルムをレーザ光線に対して感光性にする。
レーザ５３は、フィルムを露光し、潜像を生成する。このような例では、ドラムの直径は
装置によって様々であるが、本発明の円弧型モジュラー充電装置は、ドラムに合わせたブ
ラケットを選ぶだけで容易に構成でき、どのようなドラムにも使用することができる。
【００２３】
本実施形態では、外部ドラム記録装置はまた、放射熱を用いてゼロックスディジタルフィ
ルムの感光度を落とし、日中光でのフィルムの取り扱いを可能にする装置を含むことがで
きる。このような減感装置は、例えば「放射熱を用いて電荷移動画像形成フィルムを減感
し昼光でのフィルム取り扱いを可能にする装置」と題された米国特許出願第 08/434,961号
に開示される装置である。
（第２実施形態）
本発明の第２の実施形態では、モジュラー充電装置はリニア画像形成プロセスに用いられ
るように、直線型に構成される。すなわち、複数の充電ユニットを搭載するブラケットを
直線形成とする。充電装置はモジュラー様式に構成されるので、荷電される画像形成部の
所望の長さに調節できる。例えば、画像形成部の直線長が長い場合は、それに合わせた数
の充電ユニットを挿入、搭載し、直線長が短い場合は、充電ユニットの数を減らすことに
よって、モジュラー充電装置の長さを容易に調節できる。
【００２４】
図７は、このような直線型モジュラー充電装置８を、平面画像形成部７に適用する例を示
す。
（第３実施形態）
本発明の第３の実施形態では、モジュラー充電装置の搭載ブラケットは、個別の充電ユニ
ットの列を複数列含むように設計される。２列以上の充電ユニット列を搭載できるように
搭載ブラケットを設計した場合、１列に含まれる充電ユニットが、隣接の列の充電ユニッ
トと互い違いになるように配置される。このような複数列構成は、もちろん、円弧型モジ
ュラー充電装置、直線型モジュラー充電装置のいずれにも適用できる。
【００２５】
図３は、本実施形態にしたがって、搭載ブラケット４に複数の充電ユニット６を２列に配
置した図である。この例は第２実施形態の直線型モジュラー充電装置に、複数列の配置構
成を適用した例である。図３は、充電ユニットの底面から、直接電極２を透視した透視図
である。図から明らかなように、一方の充電ユニット列が、隣接する他方の充電ユニット
列と互い違いになるように配置される。このような交互の配置によって、電位が不足する
部分をなくし、エッジ欠損を回避する。
【００２６】
本発明のモジュラー充電装置は、印刷／画像形成装置の主充電システムでの使用に限定さ
れるものではなく、コロナ放電ユニットの任意の使用に適用できる。例えば、支持素材の
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裏面にイオンを噴射して、回転ドラムあるいは循環ベルト表面のトナーパウダー画像を支
持素材上へ引きつけて転写するコロナ生成装置として使用したり、また、顔料粒子を回転
ドラムまたは循環ベルトの表面に引きつける電荷を中性にするプレクリーン（ pre-clean 
）コロナ生成装置として使用できる。
【００２７】
【発明の効果】
以上のように、本発明のモジュラー充電装置によれば、個々の充電ユニットを設計し直す
ことなく、ブラケットの設計を選択するだけで、任意の形状、サイズの画像形成部に適し
た充電装置を形成することができる。また、ブラケット上に充電ユニット列を複数列設け
、それぞれの列が隣接の列と互い違いになるように配列することによって、荷電電位の不
十分な部分が生じることを防止し、画像エッジ欠損を回避する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係る７個の充電ユニットの円弧型のモジュラー充電装置
を示す図である。
【図２】図１の円弧型モジュラー充電装置の斜視図である。
【図３】本発明の第３実施形態に係る複数列の充電ユニットを含むモジュラー充電装置の
図である。
【図４】従来の単一充電装置を用いた印刷装置の一部断面図である。
【図５】本発明のモジュラー充電装置を用いた印刷装置の一部断面図である。
【図６】本発明の第１実施例の円弧型モジュラー充電装置を外部ドラム記録装置に適用す
る例を示す図である。
【図７】本発明の第２実施形態による直線型モジュラー充電装置を平面画像形成部に適用
した例を示す図である。
【符号の説明】
２　電極
４　ブラケット
５　配線（接続手段）
６　充電ユニット
８、１９　モジュラー充電装置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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